


　　朝食を＜主菜＋副菜＞で食べた人の割合

朝６時３０分までに起きた人の割合

　１日１回以上家族そろって食事をした人の割合

全体的に横ばいであるが，３年間ではバランス

よく食べることができるようになってきている。

中学生では割合の増加は著しい。＜主菜＋副菜

＞というチェック項目は家庭において食事のバ

ランスに留意する具体的な基準になったのでは

ないか。単に朝ごはんをとるという段階からバ

ランスを大切にする段階へ，食に対する意識が

割合が大きく増加した昨年度に比べ，今年

度は家族そろって食事できた割合が全体的に

減少している 家族そろ て食事をとる と

夏休み前半では，全ての学年で早起き

できた割合が増えている。特に小学４・

５・６年生の割合の増加が顕著である。

後半では，６年生と中学生で早起きでき

た割合が増加している。上の学年が早起

きできるようになったことはよい傾向で0 2
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就寝時間の目標を達成できた人の割合

好き嫌いなく食べた人の割合

家庭学習の目標を達成できた人の割合

全体的に横ばいであるが，３年間ではバランス

よく食べることができるようになってきている。

中学生では割合の増加は著しい。＜主菜＋副菜

＞というチェック項目は家庭において食事のバ

ランスに留意する具体的な基準になったのでは

ないか。単に朝ごはんをとるという段階からバ

ランスを大切にする段階へ，食に対する意識が

割合が大きく増加した昨年度に比べ，今年

度は家族そろって食事できた割合が全体的に

減少している。家族そろって食事をとること

はそれぞれの家庭の事情によるところも大き

いが，家庭でのコミュニケーションを考える

上で食卓という場は欠かすことができない。

まずは１食を家族そろって，という気持ちを

ほとんどの学年において，好き嫌

いなく食べることができるように

なってきている。全体的に割合の

数値も高いといえる。学校におけ

る食育の推進もひとつの要因と考

えられる。また，家庭における食

への意識の高まりの結果ととらえ

夏休み前半では，全ての学年で早起き

できた割合が増えている。特に小学４・

５・６年生の割合の増加が顕著である。

後半では，６年生と中学生で早起きでき

た割合が増加している。上の学年が早起

きできるようになったことはよい傾向で

ある。５年生以下は，数値は６年生以上

に比べ高いので，夏休み後半にも早起き

夏休み前半については，全体的に就寝

時間の目標を達成できた割合が増えてい

る。反対に，夏休み後半では，全体的に

昨年度より目標を達成できた割合が減少

している。夏休み後半において割合が増

加しているのは小学６年生と中学１年生
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朝、自分で起きた人の割合

メディアの時間が２時間以内だった人の割合

　自分で食器を後片付けしている人の割合

平成２０年度から３年間で，全体的にみて家庭

学習の目標は達成できるようになってきている

といえる。特に夏休み後半は，ほとんどの学年

において昨年を上回る達成率であった。学校や

家庭において家庭学習を重視した取り組みを積

み重ねてきた成果といえる。

夏休み前半後半ともに，全体的に横ばいである。

しかし，３年間通してみると，全ての学年でメディ

アを２時間以内にできた割合が少しずつ増えている。

子どもたちをとりまくメディア（テレビ，ゲーム，

全体的に横ばいであるが，３年間ではバランス

よく食べることができるようになってきている。

中学生では割合の増加は著しい。＜主菜＋副菜

＞というチェック項目は家庭において食事のバ

ランスに留意する具体的な基準になったのでは

ないか。単に朝ごはんをとるという段階からバ

ランスを大切にする段階へ，食に対する意識が

割合が大きく増加した昨年度に比べ，今年

度は家族そろって食事できた割合が全体的に

減少している。家族そろって食事をとること

はそれぞれの家庭の事情によるところも大き

いが，家庭でのコミュニケーションを考える

上で食卓という場は欠かすことができない。

まずは１食を家族そろって，という気持ちを

ほとんどの学年において，好き嫌

いなく食べることができるように

なってきている。全体的に割合の

数値も高いといえる。学校におけ

る食育の推進もひとつの要因と考

えられる。また，家庭における食

への意識の高まりの結果ととらえ

全体的にできた割合の数値が低めで

ある。その中で，小学５・６年生が夏

休み前半，後半ともに自分で起きるこ

とができるようになってきていること

はよい傾向といえる。学年による数値

の特徴的なちがいは見られないが，中

学３年生の数値は３年間通して全学年

この項目については，家庭における習慣

化もひとつのポイントといえるが 全ての

夏休み前半では，全ての学年で早起き

できた割合が増えている。特に小学４・

５・６年生の割合の増加が顕著である。

後半では，６年生と中学生で早起きでき

た割合が増加している。上の学年が早起

きできるようになったことはよい傾向で

ある。５年生以下は，数値は６年生以上

に比べ高いので，夏休み後半にも早起き

夏休み前半については，全体的に就寝

時間の目標を達成できた割合が増えてい

る。反対に，夏休み後半では，全体的に

昨年度より目標を達成できた割合が減少

している。夏休み後半において割合が増

加しているのは小学６年生と中学１年生
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家の手伝いをした人の割合 あいさつ（オアシス）がきちんとできた人の割合

平成２０年度から３年間で，全体的にみて家庭

学習の目標は達成できるようになってきている

といえる。特に夏休み後半は，ほとんどの学年

において昨年を上回る達成率であった。学校や

家庭において家庭学習を重視した取り組みを積

み重ねてきた成果といえる。

夏休み前半後半ともに，全体的に横ばいである。

しかし，３年間通してみると，全ての学年でメディ

アを２時間以内にできた割合が少しずつ増えている。

子どもたちをとりまくメディア（テレビ，ゲーム，

携帯電話等）が多様化し情報化が進む中で，２時間

以内にできた割合が増えているのはよい傾向といえ

る。携帯電話等の利用に対する家庭での意識も高

小学５年以下に比べ，６年以上の学年

では手伝いをする割合は低く，中学生で

は５割台である。意識だけの問題ではな

く，中学生になると自身の生活そのもの

が忙しくなることも原因として考えられ

る。３年間では全体的に横ばいであるが，

少しずつ手伝いをする割合が増えており

全体的に横ばいであるが，３年間ではバランス

よく食べることができるようになってきている。

中学生では割合の増加は著しい。＜主菜＋副菜

＞というチェック項目は家庭において食事のバ

ランスに留意する具体的な基準になったのでは

ないか。単に朝ごはんをとるという段階からバ

ランスを大切にする段階へ，食に対する意識が

割合が大きく増加した昨年度に比べ，今年

度は家族そろって食事できた割合が全体的に

減少している。家族そろって食事をとること

はそれぞれの家庭の事情によるところも大き

いが，家庭でのコミュニケーションを考える

上で食卓という場は欠かすことができない。

まずは１食を家族そろって，という気持ちを

ほとんどの学年において，好き嫌

いなく食べることができるように

なってきている。全体的に割合の

数値も高いといえる。学校におけ

る食育の推進もひとつの要因と考

えられる。また，家庭における食

への意識の高まりの結果ととらえ

全体的にできた割合の数値が低めで

ある。その中で，小学５・６年生が夏

休み前半，後半ともに自分で起きるこ

とができるようになってきていること

はよい傾向といえる。学年による数値

の特徴的なちがいは見られないが，中

学３年生の数値は３年間通して全学年

この項目については，家庭における習慣

化もひとつのポイントといえるが，全ての

学年において３年間で割合が増加している

ことは，身近なところから自分のことは自

分でしようとする意識が育ってきていると

いえる。特に小学校高学年，中学生におい

て割合が増加しており，自主性や家族の一

今年度全ての学年であいさつができた割合が

前半後半ともに８割をこえたことは，これまで

の積み重ねの成果である。家庭において気持ち

よくあいさつを交わすことは，全ての人間関

係・コミュニケーションの基本といえる。日頃

からの声のかけ合いがしっかりとあいさつがで

きる習慣づくりにもつながるので 家庭を基本

夏休み前半では，全ての学年で早起き

できた割合が増えている。特に小学４・
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している。夏休み後半において割合が増

加しているのは小学６年生と中学１年生
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度は家族そろって食事できた割合が全体的に

減少している。家族そろって食事をとること

はそれぞれの家庭の事情によるところも大き

いが，家庭でのコミュニケーションを考える

上で食卓という場は欠かすことができない。

まずは１食を家族そろって，という気持ちを

ほとんどの学年において，好き嫌

いなく食べることができるように

なってきている。全体的に割合の

数値も高いといえる。学校におけ

る食育の推進もひとつの要因と考

えられる。また，家庭における食

への意識の高まりの結果ととらえ

全体的にできた割合の数値が低めで

ある。その中で，小学５・６年生が夏

休み前半，後半ともに自分で起きるこ

とができるようになってきていること

はよい傾向といえる。学年による数値

の特徴的なちがいは見られないが，中

学３年生の数値は３年間通して全学年

この項目については，家庭における習慣

化もひとつのポイントといえるが，全ての

学年において３年間で割合が増加している

ことは，身近なところから自分のことは自

分でしようとする意識が育ってきていると

いえる。特に小学校高学年，中学生におい

て割合が増加しており，自主性や家族の一

今年度全ての学年であいさつができた割合が

前半後半ともに８割をこえたことは，これまで

の積み重ねの成果である。家庭において気持ち

よくあいさつを交わすことは，全ての人間関

係・コミュニケーションの基本といえる。日頃

からの声のかけ合いがしっかりとあいさつがで

きる習慣づくりにもつながるので，家庭を基本

夏休み前半では，全ての学年で早起き

できた割合が増えている。特に小学４・

５・６年生の割合の増加が顕著である。

後半では，６年生と中学生で早起きでき

た割合が増加している。上の学年が早起

きできるようになったことはよい傾向で

ある。５年生以下は，数値は６年生以上

に比べ高いので，夏休み後半にも早起き

夏休み前半については，全体的に就寝

時間の目標を達成できた割合が増えてい

る。反対に，夏休み後半では，全体的に

昨年度より目標を達成できた割合が減少

している。夏休み後半において割合が増

加しているのは小学６年生と中学１年生
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